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○数字は学年を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の行事予定 

 

日 曜日 モジュール 予 定 

9/1 木  
始業式 給食始  
集団登校期間②始 

2 金  計測⑥  

3 土   

4 日   

5 月  
全校朝会 安全指導 計測② 
委員会活動 

6 火 ○ 計測④ 町探検② 

7 水  計測③ 水泳記録会⑥ 

8 木  
児童集会 計測① 町探検② 
水泳記録会（予備日） 

9 金 ○ 計測⑤○す  学校体育支援事業③ 

10 土  土曜授業  区・一斉防災訓練 

11 日   

12 月  
全校朝会 水泳指導終 
月曜６時間始④ 

13 火 ○ 専門家指導○す  

14 水  
専門家指導○す  
移動教室説明会○す  

15 木   

16 金 ○ 金曜５時間始① 

17 土   

18 日   

19 月  敬老の日 

20 火  全校朝会 

21 水  お店紹介集会 

22 木  ハッピーエンジョイ集会 

23 金  秋分の日 

24 土   

25 日   

26 月  全校朝会 

27 火 ○  

28 水 ○  

29 木  音楽朝会 クラブ活動 

30 金  
遠足①② 給食試食会 
集団登校期間②終 

練馬東小だより 

令和４年 ９月 １日  

練馬区立練馬東小学校  

校 長  髙野 正之 

第 ５ 号 

な
か
よ
し
遊
び 

困ったときに 

校長 髙野 正之 

「何か気になること、困ったことがあったら、

周りにいる大人に相談してください。」 

ベルデ岩井に到着した５・６年生に向かって、

こう伝えました。多くの子供たちが待望していた

移動教室が、７月１１日から始まりました。 

１６０名という大人数での共同生活では、楽し

いことばかりが続くとは限りません。学校での生

活とは違ったストレスを感じる場面が出てきま

す。また、家庭内では認められてきたルールが通

用しないこともあります。 

子供が悩みを抱えたときに「助けを求める」、身

近な大人がそれを「受け止める」ことは、私たち

大人が思っている以上に難しいとされます。 

悩んでいる人は、聞いてもらうだけでぐっと心

が軽くなります。親身になって自分の話を聞いて

くれること自体が、生きる励ましにつながってい

るからです。 

精神医学の統計でも、ストレスや、愛する人の

死、その他の出来事で、心に深い傷を受けた人

も、誰かそれを打ち明ける人がいた場合には、健

康に生きられる率が極めて高いといいます。 

反対に、自分の苦しみについて、誰にも言えな

かった人は、頭痛や内臓疾患などの様々な病気に

かかる率が高くなるとされています。 

子供たちの苦しい「心音」に耳を傾け、励ます

ことで、励ましている自分の心も励まされ、開か

れていくことを実感することがあります。私にと

っても、たくさんの励ましをもらう３日間となり

ました。子供たちの心の声に気付き、励ませる存

在でありたいと強く思いました。 

２学期もどうぞよろしくお願いいたします。 
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 ７月１１日（月）から３日間、５・６年合同で、千葉県の岩井方面へ移動教室に行きました。 

１日目は、大山千枚田に行き、棚田に生息している生き物の観察をしたり、わらで亀を作ったり、藍

染めをしたりしました。都会では味わえない棚田での体験に、子供たちは、楽しそうに取り組んでいま

した。宿舎に着いてからは、６年はキャンプファイヤー、５年は室内レクレーションを行いました。２

日目の夜は天候が崩れ、５年はキャンドルサービスになりましたが、 

子供たちはよく協力し、充実した楽しい活動とすることができました。 

水族館や牧場では、自分たちで立てた計画に沿って行動班で活動しまし 

た。移動教室での経験や学びを生かし、今後の学校生活での更なる活躍 

につなげられるよう、見守っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 移動教室を終えて ◇ 

 

★☆めざせ野菜名人（２年）☆★ 

 生活科の「めざせ野菜名人」の学習では、児童一人一人が 

鉢植えで野菜を育てています。７月に、近隣で農業をされて 

いる加藤さんをお招きし、「野菜のお悩み相談会」を開きまし 

た。「虫に葉を食べられて心配です。」、「どうすれば、おいし 

い実ができますか。」など、困っていることを相談したり質問 

したりしました。たくさんのアドバイスをいただいて学習を 

深め、それぞれ自分の野菜の世話に生かしていました。 

 

◇ 一斉防災訓練について ◇ 

練馬区教育委員会では、児童・生徒の安全確保に万全を期すため、９月１０日(土)に、区内小中学

校で区・一斉防災訓練を実施します。 

感染症予防の観点から、今年度は、予定していた緊急時の児童引き渡し訓練は実施せず、校庭に

避難後、下校コースの色別に下校します。 

◇ １学期の生活を振り返って ◇ 

 感染状況に落ち着きが見られた１学期前半は、ほぼ予定通りに避難訓練を実施することができまし

た。訓練中の子供たちの様子は真剣そのもので、私語が一切なく、列を乱すことなく、素早く避難で

きました。この状態を継続するとともに、不測の事態にも対応していく力を育てていきたいと思いま

す。 

 昨年度から設けている個別登校期間ですが、１学期は、多くの保護者の皆様に登校の様子を見守っ

ていただきました。誠にありがとうございました。曲がり角を曲がるときに一度立ち止まり、左右を

確認する様子や、道の端に寄って、真っすぐ歩く様子など、安全な歩行が子供たちの間に定着してい

ることが見受けられます。学校が目指す、「自分の身は自分で守る」という 

意識の育みが、確実に感じられます。 

 感染症と熱中症を予防するために、場に応じたマスクの着脱に対する 

意識が大切です。常時、着用してきたため、マスクを外すことに抵抗の 

ある子もいます。多様化する社会の価値観の中で、自分で考え、自分で 

選び、よりよい道を歩んでいく姿勢を育てていくことも、生活指導の担 

う役割の一つだと考え、日々、子供たちを見守り、指導しています。 


